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遊泉寺銅山ものがたりパーク ～小型真吹法溶鉱炉跡～

― 表　紙 ―

　「遊泉寺銅山ものがたりパーク」は小松市の静かな山あいである小松市鵜川町地内に在り、「コマ
ツ（㈱小松製作所）」の発祥の地として創立１００周年（令和３年）の節目に銅山跡の保全・整備によ
り生まれ変わりました。里山みらい館をはじめ、巨大煙突・竪坑跡・写真の小型真吹法溶鉱炉跡など
の遺構もあります。
　遊泉寺銅山は藩政時代の文和４年（１８０７年）に創業、明治となり竹内明太郎氏（竹内鉱業㈱）
吉田茂元首相の実兄が当鉱業の経営にあたりました。
　大正初期には純銅を生産する鉱山として従業員も１６００名を越え家族もあわせて５０００人が住み、
病院・郵便局・小学校・衣料や雑貨屋・魚屋・料理屋・質屋などが軒をならべた鉱山町を現出し「最
先端の鉱山」として名を馳せましたが、その後、鉱脈の不足や第一次世界大戦後の不況などのため
大正９年（１９２０年）に閉山のやむなきにいたりました。
　こうした経緯をたどり竹内鉱業㈱は小松鉄工所を分離独立し、大正１０年５月、㈱小松製作所として
資本金１００万円、銅山からの施設・物資および人員を受け継ぎ創立発足しました。その後幾多の変
遷があって名実ともに建設産業機械総合メーカー「コマツ」として全世界にはばたく一流企業に成長
しております。
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金 沢 本 部

百万石通り街路灯清掃

今年も百万石まつりが中止となりましたが、７

月31日（土）青年部から20名が参加し、26回目と

なる百万石通り街路灯清掃を行いました。青年部

活動ＰＲのために動画撮影を行いました。編集中

ですので、終わり次第皆様にお知らせいたします

ので、もうしばらくお待ちください。

令和３年度  電気使用安全月間活動報告
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救命講習

労働災害や交通事故などの災害にあった際に、

慌てることなく人命救助できるように救命講習を

百万石通り街路灯清掃のあと、実施しました。

白山支部では、８月27日に白山市内地下通路

(152基 ) の電気設備清掃及び点検を実施致しまし

た。
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能登本部 青年部長 

薄　井　克　弘

能 登 本 部

今年度は穴水町の小学校４、５、６年生の親子

を対象にした「エレキスクール」を開催する予定

でしたが、昨今のコロナ禍において、残念ながら

開催を断念しました。開催を断念したのは昨年の

七尾市に続いて２年連続となりました。

能登青年部としましては、コロナ禍においても

少しでも地域に貢献したいとの思いから、エレキ

スクールの代替事業として穴水町の小学校に衛生

用品の寄贈を穴水町教育委員会に申し出たとこ

ろ、快諾して頂きました。

寄贈の当日は、穴水町役場において布施穴水町

教育長に出席して頂き贈呈式を行い、穴水小・向洋

小へは青年部で衛生用品をお渡ししてきました。

２校の校長先生には大変喜んでいただきました。

また、電気使用安全月間のＰＲ、正しく電気使

用する際の注意を呼びかけ、キャラバン隊として

穴水町管内を巡回致しました。

来年度はエレキスクールが開催できますよう、

コロナの終息を願うばかりです。
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加 南 本 部

大型看板の設置

電気使用安全月間ＰＲ大型看板設置（加南本部

会館壁面）

広報活動

８月１日～31日　社有車ステッカー貼付広報活動

８月１日～31日　�電気使用安全月間ＰＲポスター

コンクール　応募作品12点

　　　　　　　　最優秀賞　伊勢谷�柚葉�さん

　（加賀市立片山津小学校５年生）

８月４日　安全月間街頭ＰＲ　「那谷寺駐車場」
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講習会・安全指導の実施

　自主安全パトロール

　（電気使用安全月間中の）実施回数6回　

　　延べ参加者15名　11現場

文化財等の電気設備点検

８月４日　重要文化財の電気設備点検　

　　　　　「那谷寺」

月間出発式

８月２日　�石川電気安全サービスの月間ＰＲ活動

出発式
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■中部近畿産業保安監督部長表彰

○営業所の部

㈲北村電気　　　　

北 村　正 二  氏

電気保安功労者表彰式

が８月24日、富山市で行

われ有限会社北村電気�

代表取締役　北村正二氏 (当組合前理事・金沢本

部　前白山支部長 )が永年にわたり電気保安確保

と電気工事業界の発展に尽くされた功績が認めら

れ受賞されました。心よりお祝い申し上げます。

平成元年５月に有限会社北村電気を設立し一般

用電気工作物・自家用電気工作物の設計施工及び

北陸電力㈱の内線工事施工者として、官公庁・一

般需要家及び北陸電力㈱等で多くの実績がある。

経営にあたっては、電気保安確保と安全作業を

最重点に掲げ、内線工事研究会等関係団体の技術

研修会や安全講習会に積極的に参加するととも

に、自社内においても自主教育を実施する等不良

工事及び災害防止に努めている。この事に対し、

電気安全北陸委員会をはじめ北陸電気工事組合連

合会から表彰されている。

事業主である北村正二氏は、平成29年から平成

31年迄、石川県電気工事工業組合理事 (白山支部

長 )に就任しまた、金沢内線工事研究会委員とし

て、旺盛な熱意と卓越した指導力で組合の発展と

組合員の指導育成に尽力された。

また、毎年実施している電気使用安全月間行事

での街路灯点検清掃をはじめボランティア活動に

も積極的に参加している。

一方、地域においても、町会長をはじめ商工会

議所評議員として地域社会に貢献され人望も厚

い。今後のご活躍が更に期待されるものでありま

す。

　

■中部近畿産業保安監督部長表彰

○電気工事士の部

野口電気㈱　　　　

野 口　　 努  氏

電気保安功労者表彰式

が８月24日、富山市で行

われ野口努氏 (当組合理

事・金沢本部　犀川東支部長 )が永年にわたり電

気保安確保と電気工事業界の発展に尽くされた功

績が認められ受賞されました。心よりお祝い申し

上げます。

野口努氏は、野口電気㈱にて電気工事に従事さ

れ平成元年４月より今日まで通算32年間にわたり

電気工事を施工している。この間、関係法規を守

り電気工事士として技能の錬磨に努め、電気保安

の確保と工事品質の向上を図り、一般用電気工作

物及び自家用電気工作物の設計施工及び北陸電力

㈱の内線工事施工者として、官公庁・一般需要家

及び北陸電力㈱等で多くの実績がある。

経営にあたっては、電気保安確保と安全作業を

最重点に掲げ、内線工事研究会等関係団体の技術

研修会や安全講習会に積極的に参加するととも

に、自社内においても自主教育を実施する等不良

工事及び災害防止に努めている。この事に対し、

北陸電力㈱をはじめ電気安全北陸委員会、北陸電

令和３年度

電気保安功労者表彰
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気工事組合連合会等から表彰されている。

また、永年の経験と円満な人格により、平成27

年５月から現在は、石川県電気工事工業組合理事

（金沢本部犀川東支部長）、内線工事研究会委員と

して旺盛な熱意と卓越した指導力で尽力され、自

社はもとより組合員の技術、安全関係の指導・教

育に努められた功績は大なるものがあり組合の発

展と組合員の指導育成に活躍され、業界発展に貢

献されている。青年部活動では、平成17年５月よ

り石川県電気工事工業組合金沢本部青年部長をは

じめ県青年部長、北陸電工連青年部連絡協議会会

長、全日電工連青年部連絡協議会代表幹事を努め

た。

一方、地域においては、町会副会長や民生委員

として地域社会に貢献した。毎年実施している電

気使用安全月間行事では、地域の街路灯点検清掃

はじめ、防災井戸調査等ボランティア活動にも積

極的に参加している。今後のご活躍が更に期待さ

れるものであります。

　

■中部近畿産業保安監督部長表彰

○電気工事士の部

山口電機工事　　　　

山 口　外 治  氏

永年にわたり電気保安

に特に顕著な功績があっ

たことが認められ、山口

電機工事　代表　山口外治氏が受賞されました。

心よりお祝い申し上げます。

同氏は、昭和55年３月より山口電機工事を創業

し同時に石川県電気工事工業組合に加入した。現

在までの41年間に亘り一般電気工作物並びに自家

用電気工作物設計施工、施工品質の高い工事を手

掛け得意先は勿論、一般需要家からも高い信頼を

得ている。

人格円満にして常に組合員とも融和を心掛け、

関係法令を順守し当組合能登本部の講習会及び関

連団体の七尾内線工事研究会研修会にも積極的に

参加し、技術研鑽向上等に努めている事からも手

直し等の不良工事は皆無である。作業安全面でも

自主安全管理活動等に積極的に取組み、当組合安

全衛生大会は勿論の事他の関連行事にも毎年参加

し安全意識高揚に努めている。

石川県電気工事工業組合の総代として能登本部

に於いて広報部長を務めまた、広報誌の発刊や８

月の電気使用安全月間時には一般の方を対象に行

われた電気工事無料サービス相談所の相談員とし

て親切丁寧に対応され、キャラバン隊による広報

活動にも積極的に安全月間と業界のＰＲに奔走さ

れた。

地元住民との融和連携にも積極的に努め、永年、

町の班長として親睦等に寄与し感謝されている。

地元組合七尾支部及び関連団体の会合等にも積極

的に参加する等、定例世話役会、研修会等を企画

し好評を得ている。

これらの事柄に対し、北陸電気協会表彰・北陸

電気工事組合連合会長表彰・

七尾内線工事研究会長表彰・石川県電気安全協

力会等の無事故無災害と優良工事店表彰を数多く

受賞するなど、組合員及び関連企業からの信望も

厚い。

■電気安全北陸委員長表彰

○営業所の部

東本電気㈱　

  代表取締役　　　

東 本　一 郎  氏

永年に亘り電気保安確

保に特に顕著なものであ

ることが認められ、東本

電気㈱（代表取締役　東本一郎氏）が受賞されま

した。心よりお祝い申し上げます。

同社は、昭和23年、東本電気工業所として操業

を開始し、昭和28年に石川県電気工事工業組合に

加入、社屋の移転などを経て、昭和40年には先代

の東本清氏を代表取締役として有限会社東本電気

工業所を創立しました。

平成３年２月に現社長の東本一郎氏に継承され

た後、平成５年には資本金15百万円で東本電気株
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式会社に組織変更、平成６年に特定建設業取得、

平成12年に資本金を20百万円に増資、平成13年12

月に新社屋が完成、平成27年２月に法人化50周年

を迎えて現在まで順調に発展しています。

同社は国際規格の「ISO9001：2015」を取得し

品質マネジメントを徹底することで常に社員全員

が顧客満足を目指して行動しています。

電気工事業においては、石川県・小松市を始め

とする官公庁や一般お客さま・建築会社から多く

の受注を受けており、関係法令を順守し絶えず技

術力研鑚に心がけた高品質な施工は顧客から十分

な満足を得ており、特に大手建設機械メーカーで

ある「㈱小松製作所（コマツ）」の主工場である

粟津工場や金沢工場および同社関連会社の電気設

備施工を永年にわたり一手に引き受け、厚い信頼

関係を構築しています。

また、地域においては社員全員がボランティア

として小松市安宅海岸の清掃、地元地域公園「さ

わ池ふれあいパーク」の外灯灯具・制御盤内の清

掃、周辺のゴミ拾いなどを毎年行っています。

代表取締役の東本一郎氏は石川県電気工事工業

組合加南本部において平成14年から現在に至るま

で総代を務めており、平成16年から平成22年まで

経営建設委員長、平成23年には小松支部長となり

同時に県組合理事に就任して活躍しています。永

年に亘り加南本部役員として、諸行事・諸事業に

率先垂範して取り組んでおり組合内での功績は顕

著であります。

同氏は地域社会においてもボランティア精神を

高く持って行動している。平成28年から小松商工

会議所１号議員、平成29年に小松労働基準協会副

会長となり令和２年７月には同協会会長に就任、

小松ライオンズクラブでは令和元年７月から１年

間会長職を務めた。また、地元においては蓑輪町

町内会の令和２年度副会長、令和３年度には町内

会長に就任しています。地域社会活動において誠

実で真摯な行動は諸団体関係者から高く評価され

ており他の模範となっています。

今後の活躍がますます期待されるものでありま

す。

■電気安全北陸委員長表彰

○電気工事士の部

㈲若葉電気商会　　　　

薄 井　春 雄  氏

永年にわたり電気保安

に特に顕著な功績があっ

たことが認められ、㈲若

葉電気商会　代表取締役　薄井春雄氏が受賞され

ました。心よりお祝い申し上げます。

当事業所は、昭和51年３月より若葉電気商会を

創業し同時に石川県電気工事工業組合に加入し

た。現在までの45年間に亘り北陸電力送配電㈱の

引込線工事施工者として、そして施工品質の高い

工事を手掛け得意先は勿論、一般需要家からも高

い信頼を得ている。

人格円満にして常に組合員とも融和を心掛け、

関係法令を順守し当組合能登本部の講習会及び関

連団体の七尾内線工事研究会研修会にも積極的に

参加し、技術研鑽向上等に努めている事からも手

直し等の不良工事は皆無である。作業安全面でも

自主安全管理活動等に積極的に取組み、当組合安

全衛生大会は勿論の事他の関連行事にも毎年参加

し安全意識高揚に努めている。

平成23年４月から石川県電気工事工業組合の総

代として能登本部の引込線安全部長を務め、平成

27年６月から当組合理事（能登本部輪島支部長）、

能登本部電設保守担当理事、安全担当理事として

旺盛な熱意と卓越した指導力で日々尽力されてい

る。自社はもとより組合員の技術安全関係に取り

組み、安全パトロールを重視し作業員に積極的に

声掛け指導されている。

地元住民との融和連携にも積極的に努め、親睦

等に寄与し感謝されている。地元組合輪島支部及

び関連団体の会合等にも積極的に参加する等、定

例世話役会、研修会等を企画し好評を得ている。

これらの他、地元穴水町消防団に所属し副団長

を長きにわたり務め、地域防災に尽力された功績

により平成31年度春の叙勲で瑞宝単光章を受賞さ

れている。
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第14回 安全衛生大会
テ　ー　マ：『基本ルールの遵守徹底による労働災害撲滅』
スローガン：『一人ひとりが災害リスクを考え「声掛け」と「気づき」で災害を防止しよう』

去る７月30日（金）にホテル日航金沢において、第14回安全衛生大会を開催した。前回同様、新

型コロナウィルス感染症の拡大を鑑み。規模を縮小し来賓含め約80名が参加した。大会では挨拶

のあと、北陸電力送配電株式会社の木村博喜執行役員石川支社長による記念講演や安全指導員の

委嘱状交付が行われ、最後に安部県青年部長による大会宣言を行い、「ゼロ災」を必ず達成する

ことを全参加者と共に誓い合った。
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７月１日� 新規活線認定教育　

７月２日� 新規活線認定教育

７月３日	 	青年部技術講習会�特別教育（玉掛け

吊上荷重１t未満）　

７月５日� 県企画委員会

� 外線引込線合同部会

７月６日	 県安全委員会

７月10日� �第二種電気工事士（技能）受験準備講

習会　　

７月11日� �第二種電気工事士（技能）受験準備講

習会

７月12日� 計測器照合試験（上期）　　

７月13日� 計測器照合試験（上期）

� 引込線部会（16:00）

７月14日� 計測器照合試験（上期）

７月15日� 計測器照合試験（上期）

７月20日� 青年部役員会

７月28日� 県青年部役員会

� 内線防保護具耐圧試験

７月29日� 内線防保護具耐圧試験

７月30日� 組合安全衛生大会（ホテル日航）

７月31日� 百万石通り街路灯清掃

�

金沢本部

●●●●● 各本部だより ●●●●●
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� 救命講習　　　

８月２日� 配電委員会

８月３日� 臨時施設パトロール　

８月４日� 県企画広報合同委員会

８月10日� 県総務委員会

� 外線班長教育　　

８月11日� 外線班長教育

８月20日� 河北支部計測器照合試験　　

８月24日� 外線事業所訪問

� 文化財点検

８月25日� 外線事業所訪問

８月26日� 外線事業所訪問

� 北青協役員会

８月27日� 電気安全協力会合同パトロール

８月28日� 第一種電気工事士（筆記）講習会①　

８月29日� 第一種電気工事士（筆記）講習会②

８月30日� 県広報委員会

８月31日� 青年部役員会

９月１日� 引込線部会（電力）

９月２日� 新加入者教育

９月４日� 第一種電気工事士 (筆記 )講習会③

９月５日� 第一種電気工事士 (筆記 )講習会④

９月７日� フルハーネス特別教育①

９月８日� 外線班長研修会　

９月９日� 外線班長研修会

９月10日� フルハーネス特別教育②

９月11日� 第一種電気工事士 (筆記 )講習会⑤

９月12日� 第一種電気工事士 (筆記 )講習会⑥

９月15日� 安全指導員研修

９月17日� 金沢青年部役員会

９月21日� 白山支部計測器照合試験　

９月22日� 白山支部計測器照合試験

９月24日� 本部役員会

９月27日� 内線昇柱訓練

９月28日� 県企画委委員会

９月29日� 外線・引込線特別安全パトロール

９月30日� 金沢青年部役員会

� 県青年部役員会
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７月１～２日　外線引込線活線近接認定教育

� 　　�（於：県本部）

７月５日� 企画委員会（於：県本部）

７月６日� 内線工事昇降柱訓練（七尾会場）

　

７月６日� 安全委員会（於：県本部）

７月７日� 内線工事昇降柱訓練（能登会場）

７月８日� 安全協力会安全祈願祭

� （羽咋・輪島・能登地区）

７月９日� 安全協力会安全祈願祭

� （七尾・珠洲地区）

７月９日～ 16日　

� 第２種電気工事士技能講習会　　５名

７月13日� 安全協力会安全祈願祭（志賀地区）

７月21日� 広報部会議

７月30日� 安全衛生大会（於：ホテル日航金沢）

８月２日～30日　電気使用安全月間　

� 　　　電気工事相談所開設

８月２日� 配電委員会　（於：県本部）

８月４日� 企画・広報委員会（於：県本部）

８月６日� 安全月間広報キャラバン隊巡回ＰＲ

���〃� �青年部穴水小学校・向洋小学校へ消毒

液を贈呈式、青年部役員会

８月10日� 総務委員会（於：県本部）

８月18日～ 26日　絶縁防保護具耐電圧試験

８月23日～９月17日　

� 計器類、トルクドライバー校正試験

能登本部
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８月24日� 保安功労者表彰式（於：富山市）

� 中部近畿産業保安監督部長表彰

� 　電気工事士の部

� 　　山口電機工事　　山口外治氏

　　　　保安功労者北陸委員長表彰

� 　電気工事士の部

� 　　㈲若葉電気商会　薄井春雄氏

８月28日～ 10月２日　第一種電気工事士（筆記）

� 受験準備講習会（毎土曜日／６日間）

　６名

８月30日� 広報委員会（於：県本部）

９月９日� フルハーネス特別教育　 17名

９月15日� 安全指導員研修（於：県本部）

９月15日～ 24日　間接活線工具耐電圧試験

９月22日� 支部長会議・役員会

９月28日	 企画委員会（於：県本部）

９月29日� 配電特別安全パトロール
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７月１日～２日　新規活線作業員認定教育

７月７日� 安全祈願祭

� （小松支部）本折日吉神社　

� （加賀支部）加賀江沼神社

７月８日～８月26日　内線工事現場自主安全パト

� 　　　　　ロール　小松支部：24回

７月８日～７月16日　７回

� 第二種電気工事士技能試験講習

� 受講者５名

７月20日～ 21日　	計測器・トルクドライバー校

正試験　加賀支部

７月21日� 小松労働基準協会　定時社員総会

７月26日～ 28日　配電工事中堅社員教育

７月29日　小松労働基準監督署

� �令和３年度南加賀建設工事関係者労働

災害防止連絡会議

７月30日　電気使用安全月間ＰＲ大型看板設置

８月２日　電気使用安全月間ＰＲ活動出発式

� 石川電気安全サービス

８月４日　電気使用安全月間広報活動

� 那谷寺駐車場

８月４日　重要文化財電気設備点検　那谷寺

８月24日　令和３年度電気保安功労者

� 電気安全北陸委員長表彰

� 東本電気㈱　代表取締役　東本一郎氏

８月24日～ 26日　圧縮工具圧力試験

８月26日� 第２回技術委員会　８名

� Web 会議システム（Zoom）の実体験

８月27日　安協交差パトロール

� 柴山町地内（北電工現場）

８月28日～ 10月２日

　� 第一種電気工事士筆記試験講習

� 全６回　受講者４名

８月31日～９月14日

� 内線工事現場自主安全パトロール

� 加賀支部：９回

８月31日　青年部役員会　５名

９月２日　外壁看板取替

� 安全月間→エコキュート

９月６日　第２回安全委員会　 14名

加南本部
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９月８日　フルハーネス特別教育　 15名

９月９日　第２回広報厚生員会（役員会）　３名

� �電気使用安全月間ポスターコンクール

審査

９月９日　小松商工会議所

� 小規模企業振興委員連絡会

９月13日～ 17日　５日間

� 活線防保護具耐圧試験

９月15日　外引安全指導員研修

９月15日　�電気使用安全月間ポスターコンクール

表彰

� �最優秀賞　伊勢谷�柚葉�さん

（加賀市立片山津小学校５年）

９月16日　�加南本部全組合員へ「新規組合加入者

の紹介について（お願い）」文書発信

９月21日～ 24日　３日間

� 間接活線工具耐圧試験
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組合員の皆様におかれましては、益々のご健勝、

ご活躍のこととお慶び申し上げます。日頃は青年

部活動へのご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し

上げます。

７月31日に金沢本部青年部の毎年の恒例行事で

あります百万石通りの街路灯清掃を行うことがで

きました。本来であれば百万石まつりの前に開催

している行事ですが、百万石まつりが中止になっ

た為、８月の電気使用安全月間に合わせて日程を

変更しました。コロナ禍の影響もあり日程変更や

参加人数の減少等ありましたが、今年も無事に開

催することができ、諸先輩方から受け継がれてき

た地域貢献の伝統行事を継続することができまし

た。参加して頂いた柚木金沢本部長をはじめ金沢

本部役員の皆様、青年部には改めて感謝申し上げ

ます。

全国の青年部の動きとしては、評議委員会を対

面とオンラインでのハイブリッド方式で開催して

います。そこで全国の青年部の熱い魂を石川に持

ち帰り、「コロナ禍においても絶やさぬ青年部活

動」を続けていきたいと思います。

今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻のほど宜しく

お願い致します。

●●●●● 青年部だより ●●●●●

県青年部長

　安　 部　　　良
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� 高校生ものづくりコンテスト青年部技術指導

こうほう「第150号」でもお知らせしてました、新型コロナウィルス感染症の蔓延により１年

延期となりました。今年は行われることになり、金沢本部青年部では今年の４月から県立工業高

校生２名に対し技術指導を行ってきました。結果は、２名の内１名が県大会を通過し、北信越大

会に出場しました。残念ながら、全国大会へ出場することはかないませんでしたが、両名とも持

てる力を全て出し切ったと思います。次年度以降も全国大会出場を目指し、協力していく所存で

す。

石川県大会（７月21日 羽咋工業高校） 北信越大会（8月24日 アオーレ長岡）
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第 34回電気工事業全国大会（関西・滋賀 びわ湖大会） 
開催概要 

1．大会基本理念

1) 業界に内在する諸課題について討議、もって組合員の固い絆のうえに､業界のあるべき姿を

模索する。

2) 業界の存在価値の高揚を図る観点から、業界の実情を地域社会に対し発信する。

3) 全国団体であるネットワークを更に活用し、横に拡げ頑張る組合員支援に資する事例の紹

介、需要創造の方策を討議し、「組合員の道を拓く機会、気づき」に資する場とする。

4) 次代を担う青年部/女性部の資質向上ならびに時代のトレンドを見据えた大会を目指すこと

を目的に、青年部/女性部の斬新な発想・企画による大会企画も視野に入れる。

2．開催年月日 2021年（令和 3年）11月 11日（木） 

3. 主な行事
および

開催場所

○11月 11日（木）[ 組合活性化研修会 ]
[ 大会式典 ] 
（※受付場所 

※2F「淡海の間」
※2F「淡海の間」
※2F「淡海の間」入り口）

※ びわ湖大津プリンスホテル
〒520-8520 滋賀県大津市におの浜 4-7-7  TEL：077-521-1111 

★当初の計画から変更し、すべての行事を１箇所で実施します。

4．主 催 全日本電気工事業工業組合連合会 

5．主 管 関西電気工事工業会 

6．企画・運営 滋賀県電気工事工業組合 

7．大会テーマ 【メインテーマ】 
絆を深め、業界の発展につなげよう、 

びわ湖の風に乗せて！！ 

【 サブテーマ 】 
・インフラの要を担う電気工事業

広げよう、高めよう、そのやりがいを！！ 

・コロナに負けるな！！

一致団結で、今こそ示そう我々の底力 
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3．大会プログラム（配信内容）について

ジャンル ブロック等

全日電工連

『組合活性化研修会』　（第5回優良事業工組表彰）
電工組・　支部／青年部

東北 岩手／本部

関東 千葉／本部

四国

財政基盤強化推進チーム

徳島／青年部

北陸 ―
関西 大阪／本部

中国

中部

島根／青年部

九州

長野／飯田支部

沖縄／中部支部

※11:30～13:30の間は、昼食休憩のため配信を一時中断いたします。

事　業　名

10:00 ～ 11:30　

【組合経営】

第34回電気工事業全国大会（関西・滋賀 びわ湖） 大会プログラム
2021年（令和３年）11月11日（木）開催

【安全研修】

・組合財政強化
・組合加入促進
・組合加入メリット
・組合員間連携

【社会貢献】

・初心者研修
・安全研修
・初心者＋安全研修

・業界理解促進
・ボランティア

① 開会宣言
② 国歌斉唱
③ 物故者への黙祷
④ 主催者あいさつ
⑤ ご来賓祝辞
⑥ 組合役員功労者表彰
⑦ 第5回優良事業工組表彰　表彰式
⑧ 第5回優良事業工組表彰　金賞受賞事業　事例発表
⑨ 第4回全国青年部優良活動発表会　最優秀賞事業　事例発表
⑩ 大会決議
⑪ 2022年度開催　『第4回技能競技全国大会』 開催のご案内
⑫ 2023年度開催　『第35回電気工事業全国大会（東北・福島）』 開催のご案内
⑬ 閉会

13:30 ～ 15:30

子供達の貧困対策に関わる支援事業

第34回電気工事業全国大会『大会式典』

高校生への電気工事士受験支援事業

若年者教育

絶縁探査研修会の実施
　～配電工事 基礎知識・技能の習得～

若手社員安全研修会の実施について
　（危険感受性向上への取り組み）

　組合員間の情報共有について
ホームページ(Chatwork)を活用した

岩手県電工組　新規組合員加入促進事業

組合財政簡易診断研修会

共同購買事業の立ち上げマニュアルの策定
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№ 本部 発生 受付 給付 区分 内　　　　　容 損害認定額 支払金額

1 金沢 12/18 3/4 4/8 内線

配線工事中に取外した換気扇を落

下させ、テレビ・テレビ台が損傷

した。

77,000 77,000

2 能登 12/25 4/12 4/14 内線

照明器具電源工事で配線ミスによ

りブレーカーが落ち、レジシステ

ムを損傷させた。(誤結線 )

196,249 176,624

3 能登 12/23 4/26 5/6 内線

設備工事で 100V 回路に 200V を流

し電動シャッターと照明器具を破

損した（誤結線）

542,000 487,800

4 金沢 3/10 6/7 6/24 内線

TV インターホン取付工事の事前

通電確認を行う為、メーターボッ

クスカバーを開けた時、電線に接

触しショート、計器・内装等を焼

損させた

594,550 594,550

5 能登 6/16 9/13 内線

監視カメラ取付配線工事中に誤っ

てアイスクリームケースの電源を

切ったことに気づかず、商品を損

失させた。

6 金沢 7/13 9/24 内線

分電盤取替工事でエアコン専用回

路を 200V で工事し 200V を送電し

たところ、エアコンは 100V 使用

であった。

合計 金沢 能登 加南 合計 外�線 引�込 内�線 1,409,799 1,335,974

件数 2 2 0 4 4

誤結線 2 2

第 三 者 賠 償 制 度 給 付 状 況

グ ル ー プ 共 済 制 度 給 付 状 況

令和３年度（4/1 ～ 9/30）� � � � � � � � � �

◎給付の流れ ➩事故発生から30日以内に事故発生報告書を提出。後日、給付金請求書を提出する。�

◎保　険　料 ➩年間売上高（消費税込）、対人・対物賠償保険金額に応じ決定する。�

№ 本　部 給�付�日 給 付 区 分 給付金額（円） 加入口数

1 加　　南 6/14 入　　院 75,000 2

2 金　　沢 6/14 入　　院 93,000 1

合計�２件（金沢１県、能登０件、加南１件）�　死亡０件、障害０件、入院２件 � 168,000

令和３年度（4/1 ～ 9/30）� � � �

◎全日電工連グループ共済制度　（無配当）団体定期保険     
◎対象：満14歳６カ月超～ 70歳６カ月以下、70歳６カ月以上は継続加入のみ、80歳６カ月迄
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新加入組合員の紹介
《金沢本部》

《能登本部》

【事業所名】  パイネック北陸株式会社
■所属：

��金沢本部犀川西支部　

■加入日：

��2021年１月29日

■事業所名：

��パイネック北陸株式会社

■住所：

��金沢市神田２-11- ６

■代表者名：坂下�清貴

■従業員数：17人

■主な事業内容	：一般電気設備工事　　　　　　

　　　　　　　情報・通信設備工事

■	コメント：会員の一員として、皆様のご指導を

いただきながらご協力させていただきたいと思

います。

��今後とも、よろしくお願いいたします。

【事業所名】  三ツ和電気商会
■所属：

能登本部七尾支部　

■加入日：

2021年６月25日

■事業所名：

三ツ和電気商会

■住所：

七尾市古府町つ部42－２

■代表者名：島田　良徳

■従業員数：１人

■主な事業内容：電気工事業・家電販売　　　　　

■		コメント：一般住宅新築、増改築、家電販売等

を行っております。

新規組合員として一生懸命頑張りますので、宜

しくお願い致します。

【事業所名】  株式会社 G・Ｉ・Ｇ
■所属：

��金沢本部犀川東支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■加入日：

��2021年８月５日

■事業所名：

��株式会社Ｇ・Ｉ・Ｇ

■住所：

��野々市市新庄４丁目214番地５

■代表者名：永山�雅彦

■従業員数：６人

■主な事業内容	：電気工事業　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　空調設備工事

■	コメント：電気工事業を事業として営業してい

ます。よろしくお願いいたします。
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